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図6．炊飯および和風だしのとり方に関する知識
5．考察
　本研究では、在宅介護実習前の新入生を対象に、
食材の切り方、炊飯方法、和風だしの取り方に関す
る知識および技術にっいての実態調査を行なった。
日常生活における調理頻度については、ほとんどし
ていないと答えた者が40．7％を占めており、毎日
すると答えたものは15．7％と少数であった。本結
果は、対象者の87．0％が自宅で家族と同居してい
ることが関係していたが、介護福祉士養成校の新入
生においては半数以上の者がほとんど調理に携わっ
ていないことが明らかとなった。調理を毎日すると
答えた者と、ほとんど調理をしないと答えた者では、
調理に関する知識や技術の習得度に差が見られるの
ではないかと考えられる。一方、対象者の66．7％が
調理に対して興味を持っていることも明らかとなっ
た。このことから、学生の調理に対する興味を更に
引き出すような工夫を取り入れた授業内容を検討し
ていくことも調理に関する知識と技術の習得に有効
であると考えられる。ただ、学生が調理のどのよう
な点に興味を持っているのかについては調査をして
いないため具体的に述べることはできないが、この
工夫点については今後、検討していきたい。次に、
基本的な調理操作として食材の切り方の名称につい
て調べた。本調査で用いた食材の切り方は、高校の
家庭科教科書、大学の調理に関する教科書に記載さ
れているものであり、輪切りやいちょう切り等、小
学校の教科書から搭載されているものもある。また、
炊飯方法に関しても小学校の教科書から搭載されて
いる7・8）。しかし、全ての切り方において、名称を
知らないと答えた者がいることが明らかとなった。
また、名称を知っていても実際にはできない者もい
ることが示され、食材の切り方について名称を知っ
ていることが、必ずしも実践できるということには
繋がっていないことが明らかとなった。また、炊飯
とだし汁の取り方についても、できないと答えた者
がいることが示された。本調査で取り上げた食材の
切り方、炊飯方法、だし汁のとり方といった基本的
調理技術は、これまでの家庭科教育を通して習得し
ているものと考えられる。しかし今回、食材の切り
方、炊飯方法、だし汁の取り方という基本的調理技
術についての知識と技術が身についていない者がい
ること、また、食材の切り方に対する認識と技術が
伴っていない者がいることが明らかとなった。この
要因として、外食や中食が増えて食事作りの機会が
減っていること、また、家庭での食事作りに参加す
ることが少なく、調理に携わる機会が少ないことな
どが考えられる。また、これまでの家庭科教育の中
で行ってきた調理が大学生となった現在まで定着し
ていないことも考えられる。この点については、こ
れまでにも報告がなされている9）。一方、高齢者は、
短大生と比較して調理経験が豊富で調理技術に熟練
しているとの報告がなされている10）。調理技術が
熟練しているであろう高齢者に対して、要求に応じ
た調理の生活支援を行うためには介護者も基本的な
調理技術を習得していることが求められる。その上
で、高齢者が培ってきた独自の調理技術や方法に合
わせて柔軟に対応できるものと考えられる。そこで、
調理の生活支援においては、実践形式の授業を通し
て調理を行う機会を積極的に設け、学生の調理に関
する知識の習得と技術の向上を図っていくことが必
要であると考えられる。
　ところで、調理は家事支援として介護保険制度の
訪問介護に位置づけられており、また、在宅介護の
場面においてそのニーズが高いと述べてきた。しか
し、近年は在宅介護における調理支援のみならず、
高齢者施設において日常生活活動の一環、またはア
クティビティサービスとして調理を行うことが注目
されている。また、作業療法の様な活動として調理
を取り入れている施設もある。調理は、あくまでも
日常生活活動の一部であり、施設で暮らす高齢者も、
これまでの人生で何度も繰り返し行ってきた行為で
あるため、自然に生活の中に取り入れられることが
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でき、無理なく心身機能の障害の回復に繋がると考
えられているためである。また、調理を行うことは、
心身機能の障害を回復するという効果を有するだけ
ではない。集団生活の中で調理を行うことは、自身
の役割を持つことであり、自信の回復にっながるの
である11，12）。このような活動をより専門的に実施
してくためには、様々な専門職が関わってくること
になるが、日常生活活動やアクティビティサービス、
作業療法的な活動として調理を行っていく場合は、
介護福祉士の支援が不可欠である。このようなこと
からも、調理は在宅介護において特に必要な支援で
はなく、どのような場面の生活支援においても重要
な役割を担っていくものと考えられる。そこで、介
護福祉士においても、調理の生活支援を適切に効率
よく実践していくための知識と技術を習得している
ことが望ましい。
　本調査によって、介護福祉士養成校新入生の基本
的な調理に関する知識と技術の実態を傾向として捉
えることができた。今後は、その他の調理秘術につ
いても同様に学生の実態を明らかにし、調理の生活
支援に関する教育内容の検討を進めていくことを考
えている。また、調理はその人らしい生活を支援す
るための重要な要素の一つであることを学生に伝え
ていくとともに、施設介護、在宅介護等の特性をふ
まえて、各々の場面に応じた調理の支援について検
討していくことを考えている。
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